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は　　じ　　め　　に

COVID-19 パンデミックを振り返り，次のパンデミックに備える

2020 年 1 月 15 日にCOVID-19 国内第 1 例が報告され，富山県衛生研究所（富山衛研）では1 月末には
SARS-CoV-2 のリアルタイム PCR 検査が実施可能となった．同年 3 月 11 日にWHO はCOVID-19 のパン
デミック宣言をし，3 月 30 日に富山県内の第 1 例が検出された．県内でのこの空白の2 ヵ月半に，
COVID-19 を迎え撃つ準備ができなかったことは後日課題として浮き彫りになった．しかし，この時期に
COVID-19 がその後 3 年以上も猛威を振い続けることは誰も予想できなかった．

同年 4 月上旬に複数の県外由来の感染例が判明し，これに続いて医療機関でのクラスターが発生し，さ
らに4 月中旬には高齢者介護施設における大規模クラスターが発症した．4 月 7 日には7 都府県に，さらに
16 日に富山県を含む全国 47 都道府県下に特措法に基づく緊急事態宣言が発出され，国は国民に対して自
発的協力を求め，不要不急の外出を控えるよう要請した．また，富山県は4 月 17 日に，県民に対して県境
を跨ぐ移動，歓楽街での接待を伴う飲食店の利用を控えるよう要請した．この間に富山衛研は，A 市保健
所の疫学調査支援，また県内の医療機関・施設，厚生センター・保健所と連携して第 1 波の臨床疫学調査
の準備を進めた．

県内第 1 波におけるCOVID-19 患者 226 症例を対象とした疫学調査では，患者の65 歳以上は43％であり，
22 例 (9.7%) が死亡した (Tamura K, et al. Jpn J Infect Dis)．とりわけ，高齢者施設の大規模クラスターの
地域に与える社会的インパクトは大きかった．第 1 波の期間には，富山衛研はウイルス部だけでなく，全
所的体制で遺伝子検査に対処した．患者の発症から遺伝子診断までの期間は4 日を要し，第 2 波（3 日）と
比較すると有意に長かった．この理由として，当時は発熱等の症状が4 日以上続く者を検査対象としたこ
と，富山衛研，富山大学以外では遺伝子診断ができなかったこと等が考えられた．ウイルス部はウイルス
ゲノム解析にも着手した．県内第 1 症例に関連するクラスターは，県外由来のウイルス株 (B.1 系統 ) で
あった．このクラスター以外の県内症例由来のウイルス株（B.1.1 系統）の変異は5 塩基以内に留まること
が示された．この所見から，流行初期に県内に流入したウイルス株が県内固有株として流行していたと考
えられる．また，緊急事態宣言下での県内での人流の減少が，ウイルスゲノムの均一性に関与したことが
示唆された．一方，A 市における積極的疫学調査において，濃厚接触者の二次感染率について2020 年から
2022 年まで継続的に調査してきた．家庭内接触では，ウイルスの感染率が従来株 12.9%, アルファ株 19.1%, 
デルタ株 25.2%, オミクロン株 BA.1 系統では35.0% と，新規に出現する変異株毎に感染率が上昇すること
が明らかとなった（Miyahara R, et al. Emerg Infect Dis, 2023）．また，富山衛研は県内の6 つの高齢者介
護施設においてCOVID-19 mRNA ワクチンの免疫原性について調査した．本研究においても従来株ワクチ
ン接種後の免疫血清中の抗体レベルは，新規に出現する変異株毎に低下することが示された．また，同ワ
クチンの追加接種（3 回目）によって2ヵ月後には80 歳以上でもオミクロン株 BA.1, BA.5 系統に対する高
い中和活性が誘導された．しかし，追加接種 5 ヵ月後には特に80 歳以上ではオミクロン株 BA.1, BA.5 系
統に対する高い中和活性はほとんど消失した．一方，オミクロン株 BA.5 系統のブレークスルー感染者では
追加接種 5 ヵ月後もBA.5 系統に対する中和活性が維持されていた（Itamochi M, et al. Vaccine, 2023）．

COVID-19 疫学調査の支援を実施してきた経緯から，2022 年 4 月に「富山県疫学調査支援チーム」の運
営要綱が定められ，富山衛研に同チームが発足した．2023 年 5 月にCOVID-19 は感染症法上の2 類相当か
ら5 類定点報告疾患となり，富山衛研は毎週 COVID-19 の疫学所見をホームページで公表している．今年
度からは，県内で厚生センター・保健所管内を跨がって発生する腸管出血性感染症の散発事例等について
も疫学情報を解析し，県感染症対策課，保健所長会の定例ウエブ会議で情報を共有している．平時からの
感染症対策の実践経験を通して職員のスキルアップが期待される．また，2023 年度に入り，COVID-19 の
対応の振り返りから，富山県衛生研究所健康危機対処計画の策定を進めている．また，2023 年 11 月には
県感染症対策課，厚生センター・保健所職員の参加による対面形式での衛生研究所感染症危機対応訓練
（机上訓練）を実施し，次のパンデミックに向けた健康危機対応の意識共有をすることができた．地方衛生
研究所は保健所の疫学調査を側面から支援することで，地域の健康危機管理の中核として，共存・機能し
ていく．地域の健康危機管理の強化がわが国の感染症対策の強い基盤となることを忘れてはならない．

次のパンデミックが新型インフルエンザなのか，新感染症なのか，またそれがいつ発生するのかは誰に
もわからない．このため，平常時から県内で発生する感染症事例について疫学調査支援チームと本庁，厚
生センター・保健所との連携活動を継続することが，次のパンデミックに向けた体制強化に役立つと考え
られる．次のパンデミック発生が遠い未来である場合も考えられることから，COVID-19 パンデミックの
教訓を記録として次の世代に伝えていくことが重要である．

　令和 6 年 2 月
富山県衛生研究所所長

大石　和徳
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